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　東京女子大学のキャンパス内には桜寮と楓寮の2つ
の学生寮がありますが、2027年4月には旧・北寮を
改修し、新たな国際交流の拠点となる国際学生寮を開
設。欧米のトップユニバーシティで実践されている「レ
ジデンシャル・エデュケーション（寮教育）」を導入し、
日々の暮らしそのものを学びの場へと発展させます。
　寮内は、学生生活の質を高める「Live（居住）」
「Grow（成長）」「Meet（交流）」の3つのゾーンで
構成され、日常的に英語をベースとした生活空間を実
現。本学だけでなく、他大学の女子留学生も受け入れ
ることで、多角的な視点や共感力、そして自分らしい
リーダーシップを育むことのできるコミュニティを形
成します。

Ａ
Ｉ
時
代
に
求
め
ら
れ
る

真
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
全
人
教
育

優
れ
た
教
育
者
・
農
学
者
で
あ
り
、
国
際
連

盟
事
務
次
長
も
務
め
た
初
代
学
長
・
新
渡

戸
稲
造
と
、
女
子
教
育
の
発
展
に
尽
力
し

た
二
代
目
学
長
・
安
井
て
つ
の
も
と
、
東
京
女
子
大
学

は
１
０
０
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
日
本
女
性
へ
の

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　

太
田
邦
史
学
長
は
、
東
京
女
子
大
学
の
教
育
を
支
え

る
柱
と
し
て
、
次
の
三
点
を
挙
げ
ま
す
。

　
「
一
つ
目
は
、
一
人
ひ
と
り
の
学
生
を
大
切
に
し
、

そ
の
成
長
を
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
。
二
つ

目
は
、
高
い
専
門
性
を
身
に
つ
け
た
上
で
、
隣
接
す
る

分
野
も
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

全
人
教
育
の
展
開
。
そ
し
て
三
つ
目
が
、
キ
リ
ス
ト
教

の
精
神
を
基
盤
と
し
た
人
格
教
育
で
す
。
こ
れ
ら
を
一

体
的
に
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
深
く
広
い
教
養
と

豊
か
な
人
格
を
備
え
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
自
立
し
た

女
性
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

現
代
は
生
成
Ａ
Ｉ
に
象
徴
さ
れ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

劇
的
に
進
化
し
、
社
会
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
根
本
か

ら
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、「
こ
う
し
た
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
本
学
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
全
人
教
育
と
、

キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
人
格
教
育
の
価
値
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
太
田
学
長
は
語
り
ま
す
。

　
「
他
者
に
奉
仕
す
る
姿
勢
を
育
み
、
物
事
を
批
判
的

に
分
析
し
て
本
質
を
見
抜
く
力
や
、
自
ら
問
い
を
立
て

て
課
題
を
解
決
し
て
い
く
力
は
、
Ａ
Ｉ
で
は
代
替
で
き

な
い
も
の
で
す
。
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
学
び
を
深
め
る

こ
と
で
、
Ａ
Ｉ
が
到
達
で
き
な
い
『
人
間
な
ら
で
は
の

力
』
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま

す
」（
太
田
学
長
）

分
野
横
断
的
学
び
で

学
際
的
視
野
を
身
に
つ
け
る

現
代
教
養
学
部
が
展
開
す
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
教
育
の
特
徴
は
、
所
属
す
る
学
科
・
専

攻
の
枠
を
超
え
て
学
べ
る
横
断
的
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
す
。
６
学
科
５
専
攻
10
コ
ー
ス
か
ら
な
る

所
属
学
科
で
専
門
性
を
深
め
な
が
ら
、
他
学
科
の
専
門

科
目
も
10
単
位
を
必
修
と
し
て
履
修
。
こ
れ
に
、
す
べ

て
の
学
生
が
履
修
す
る
全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
自

由
に
組
み
合
わ
せ
て
履
修
し
、
多
角
的
な
視
点
と
幅
広

い
知
識
を
養
い
ま
す
。

　

全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
▽
「
知
の
か
け
は
し

科
目
」
や
「
女
性
の
生
き
る
力
科
目
」「
キ
リ
ス
ト
教

学
科
目
」
な
ど
、
現
代
社
会
の
諸
課
題
に
向
き
合
う
知

見
を
修
得
す
る
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」、
▽

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
と
し
て
、
高
度
な
外
国
語
運
用

能
力
を
身
に
つ
け
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」、
▽
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
不

可
欠
な
「
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
」
の
３
領
域
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
に
と
っ
て
は
、
語
学
を
中

心
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
加
え
、
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
教
育
も
『
第
２
の
教
養
』
と
し
て
欠
か
せ

ま
せ
ん
」
と
太
田
学
長
が
語
る
よ
う
に
、
全
学
共
通
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
選
択

科
目
を
多
数
用
意
し
、
基
礎
か
ら
エ
キ
ス
パ
ー
ト
レ
ベ

ル
ま
で
４
段
階
で
学
べ
る
体
系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整

備
。
修
了
者
に
は
、
自
己
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
に
も
な
る
デ
ジ

タ
ル
証
明
書
の
一
種
、
オ
ー
プ
ン
バ
ッ
ジ
を
授
与
し
ま

す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
と
も
連
携
協
定
を
締
結
し
、

新
た
な
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

国
際
社
会
で
活
躍
す
る
女
性
を
育
む

美
し
い
景
観
の
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
と
キ
リ
ス
ト
教
に
基

づ
く
人
格
教
育
を
実
現
す
る
に
は
、
学
生

一
人
ひ
と
り
に
目
が
行
き
届
き
、
学
び
や

交
流
が
自
然
に
生
ま
れ
る
環
境
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
理
想
を
体
現
し
て
い
る
の
が
東
京
女
子
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。
正
門
を
く
ぐ
る
と
、
緑
の
芝
生
と

白
亜
の
本
館
、
右
手
に
建
つ
チ
ャ
ペ
ル
が
織
り
な
す
美

し
い
景
観
が
広
が
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
チ
ェ
コ
出
身
の

著
名
な
建
築
家
、
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
の
設
計

に
よ
る
も
の
で
、
本
館
を
は
じ
め
全
７
棟
が
文
化
庁
登

録
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
有
機
的

に
つ
な
が
る
こ
と
で
、
学
科
や
専
門
分
野
を
越
え
て
交

流
し
、
学
び
合
え
る
環
境
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

本
館
正
面
の
壁
に
は
、「Q

U
A
E
C
U
N
Q
U
E
 

S
U
N
T
 V
E
R
A

」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
新
約
聖
書
の
一
節
で
、「
す
べ
て
真
実
な
こ
と
」

を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。
自
由
な
学
問
の
場
と
し
て
の

東
京
女
子
大
学
の
理
念
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

　
「
ア
メ
リ
カ
の
大
学
卒
業
生
の
う
ち
、
女
子
大
学
の

卒
業
生
は
わ
ず
か
２
％
で
す
が
、
フ
ァ
イ
ブ
シ
ス
タ
ー

ズ
（
米
国
を
代
表
す
る
五
つ
の
女
子
大
学
で
、
い
ず
れ

も
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
校
）
の
卒
業
生
は
、
連
邦
議
会
議

員
の
20
％
、
大
企
業
役
員
の
33
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

本
学
も
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
Ｓ
Ｓ
精
神
（S

ervice 
and S

acrifice

：
犠
牲
と
奉
仕
）
の
も
と
、
他
者

を
認
め
て
痛
み
を
共
有
し
、
協
働
を
通
じ
て
周
囲
の
力

を
引
き
出
す
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備

え
た
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
太

田
学
長
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
女
性
の
自
立
し
た
社
会

参
加
の
基
盤
と
な
る
識
見
を
養
う
科
目
や
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
）
な
ど
、

多
彩
な
学
び
の
機
会
を
用
意
し
、
国
際
社
会
で
活
躍
で

き
る
女
性
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

「
数
理
的
能
力
」
を
重
視
し

新
た
な
入
試
制
度
を
導
入

 「
高

度
情
報
化
社
会
が
進
む
現
代
で
は
、
数

学
や
自
然
科
学
の
知
識
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
安
井
て
つ
は
、

『
い
か
な
る
学
問
に
も
数
理
的
能
力
は
必
要
』
と
い
う

信
念
の
も
と
教
育
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
本
学
も
時

代
の
要
請
に
応
え
、
入
学
者
選
抜
に
新
た
な
仕
組
み
を

導
入
し
ま
す
」
と
太
田
学
長
は
話
し
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、
総
合
型
選
抜
「
知
の
か
け
は
し
入

試
」
に
新
設
さ
れ
る
「
数
学
的
思
考
力
型
」
選
抜
で
す
。

情
報
数
理
科
学
科
の
志
願
者
を
対
象
に
、
数
学
の
基
礎

力
、
論
理
的
思
考
力
、
意
見
を
表
現
す
る
力
な
ど
を
評

価
す
る
、
東
京
女
子
大
学
と
し
て
は
初
の
年
内
学
力
試

験
で
す
。
さ
ら
に
、
一
般
選
抜
で
は
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
２
教
科
の
成
績
の
み
で
合
否
を
判
定
す
る
「
前
期

共
通
テ
ス
ト
単
独
２
教
科
型
」
を
新
設
す
る
ほ
か
、
情

報
数
理
科
学
科
の
個
別
学
力
試
験
型
・
英
語
外
部
検
定

試
験
利
用
型
で
選
択
科
目
に
「
生
物
」
を
追
加
し
て
い

ま
す
。

　
「
本
学
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
に
必
要
な
シ
ー

ム
レ
ス
な
教
育
組
織
、
分
野
横
断
型
の
学
び
、
そ
し
て

そ
の
価
値
観
に
共
感
す
る
学
生
・
教
職
員
が
集
う
環
境

な
ど
、
必
要
な
要
素
を
す
べ
て
備
え
た
稀
有
な
大
学
で

す
。
自
分
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
せ
る
場
所
は
ど

こ
か
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
真
剣
に
学
び
に

取
り
組
み
た
い
と
思
う
人
に
、
ぜ
ひ
本
学
を
選
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
太
田
学
長
は
受
験
生
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
ま
す
。

（1） 少人数教育
　東京女子大学の英語表記の「女性」
の単数形には、一人ひとりの学生を大
切に育てたいという思いが込められて
いる。授業は少人数のクラスが基本で、
演習型の学びを通して主体的に学ぶ。
4年次ゼミのクラスサイズは約10名、
情報数理科学科は約5名。ゼミ以外の
アクティブラーニング形式の授業も充
実している。

東京女子大学
〒167-8585　東京都杉並区善福寺2-6-1
広報課　TEL 03-5382-6476
https://www.twcu.ac.jp/

太
おおたくにひろ

田邦史学長
1985年東京大学理学部生物学科卒業。
2007年東京大学大学院総合文化研究
科教授。同研究科長・教養学部長、執行
役・副学長を歴任。2026年4月より現職。

リベラルアーツ全人教育と
キリスト教精神を礎として
志高き「自立した女性」を育成

Tokyo Woman’s Christian University

東京女子大学

　東京女子大学は1918（大正7）年の開学以来、リベラルアーツ全人教育を
通して自立した女性の育成に取り組んできました。Service and Sacrifice
（犠牲と奉仕）の精神に象徴される、キリスト教に基づく人格教育を礎に、
100年以上にわたり各界で活躍する数多くの女性リーダーを輩出しています。
　歴史的建造物に囲まれた緑豊かなワンキャンパスには、現代教養学部の文・
理にわたる6学科が集結。少人数教育ならではの対話を重視した学びと、リベ
ラルアーツ全人教育を実践する理想的な教学環境を実現しています。AIの進化
によって社会が大きく変化する現代だからこそ、正解のない課題に果敢に取り
組む力を備えた「専門性をもつ教養人」を育成しています。

大学HP

SU
MMARY

（2） 他大学との単位互換制度
　東京外国語大学、国際基督教大学、
神戸女学院大学、武蔵野地域５大学
（東京女子大学、亜細亜大学、成蹊大
学、日本獣医生命科学大学、武蔵野大
学）と単位互換の協定を結んでいる。
また、早稲田大学の「データ科学教育
プログラム」と同じカリキュラムを使
用したフルオンデマンド型の「早稲田
大学連携科目」を設置している。

2027年4月、緑に囲まれた国際学生寮がキャンパスに誕生PICK UP

　正解のない「問い」をテーマに、専門分野の異なる2人の教員と一つ
のテーマを議論する対話型授業です。従来の文系／理系といった枠組み
や、学問領域に捉われず、複数の観点を用いて解決策を導き出すことを
目指します。リベラルアーツで学ぶプロセスや楽しさを教員とともに体
験し、学び続ける姿勢を身につけます。

異なる知が交差する授業で
リベラルアーツの根幹に触れる

知のかけはし科目
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